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第４期第１回北区男女共同参画審議会 会議録 

日  時：平成２４年１０月３１日（水）午後６時３０分～午後８時４３分 

場  所：北とぴあ 男女共同参画センター多目的室ＡＢ 

１ 開   会 

  （１）委嘱状交付 

  （２）正副会長の選任 

  （３）自己紹介 

２ 議   題 

  （１）北区男女共同参画行動計画「第４次アゼリアプラン」中間の見直し（案）に

ついて 

  （２）平成２５年度重点取組について 

３ 閉   会 

出 席 者  白井会長   宮城副会長   奥津委員   宮澤委員 

       山﨑委員   佐藤（美）委員 大内委員   照井委員 

       戸枝委員   上川委員    酒井委員   楠委員 

       小澤委員   佐藤（節）委員 我妻委員   田草川委員 

       中澤委員 

鈴木男女共同参画推進課長 

欠 席 者  山田委員   寺内委員   谷川委員 
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審議

○白井会長 

  それでは、これから議題１に入りたいと思います。本日、第４期の最初の審議会で

すので、自己紹介をしていただきたいと思います。よろしくお願いいたします。 

  それでは、奥津さんからお願いいたします。 

○奥津委員 

  奥津と申します。労働問題を主として、働くということについての研究あるいは仕

事から離れる、また戻るという職業上の異動についての研究を長くして参りました。

その中で、専業主婦の再就職でありますとか、中小企業での女性のパワーの問題、活

力の問題とかに触れることが多く、今回のこの審議会、経験も過去の自分の研究成果

とも絡め合わせ、重ね合わせまして、本当に社会のために役に立つように何かここで

皆様のご意見がまとまるようなことがあると、本当に将来のためになるかなという実

感をつくづく思っております。よろしくお願いいたします。 

○宮澤委員 

宮澤でございます。民生委員・児童委員をやっております。前期も委員をやってお

りましたが、また勉強したいと思います。よろしくお願いいたします。 

○山﨑委員

山﨑でございます。十条仲原二・四丁目町会の町会長そして王子連合町会の会長と

いうことで、委員になりました。私も勉強させてもらいたいと思っております。どう

ぞよろしくお願いいたします。 

○佐藤（美）委員 

佐藤美根子と申します。王子法人会の副会長と女性部会長をやっておりまして、王

子税務署管内の法人で税について勉強会や行事をやっております。王子法人会は、公

益法人として、今年新たに立ち上げまして、地域社会貢献ということで一生懸命やっ

ております。初めての経験ですけれど、地域に密着して貢献できるようなことができ

ればと思います。よろしくお願いいたします。 

○大内委員 

大内美幸と申します。幼稚園ＰＴＡ連合会の会長です。この場は初めてなので、わ

からないこともたくさんあるのですけれども、たくさんの貴重な意見を聞き、勉強さ

せていただきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

○照井委員 

北区の人権擁護委員の中からのご指名で、この委員を務めさせていただいておりま

す。人権擁護委員は、人権侵害、差別等をなくそうということで、啓発とか相談など

の業務を行っているものでございます。そういうことで、男女共同参画つきましても、
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それが達成されなければ人権侵害にもつながるといったようなところからお声がかか

ったのだと思います。この審議会の委員も長くやっていますけれども、リフレッシュ

な気持ちで発言をしております。微力ながら頑張りたいと思いますので、どうぞよろ

しくお願いいたします。 

○我妻委員 

北区男女共同参画推進ネットワークの我妻と申します。私どもの団体は１９９５年

に北区において、男女共同参画の推進を目的に設立された団体で、今、団体会員が４

５名、個人会員が７４名で活動しております。この審議会の場は、私どもの団体にと

っても、非常に有意義な場でありますので、会員の声をここに伝えていきたいという

ことと、ここで皆さんからいただいたご意見をまた会員に伝えたいと思っております。

よろしくお願いいたします。 

○佐藤（節）委員 

初めまして、佐藤です。私は、新生活運動推進協議会から伺いました。自分たちは、

田端生活管理という、北区の中では生活学校が数多くある中、生活管理というのは１

校なのですけれど、地域に根づいた、地域を活性化しようという団体です。なかなか

浸透できないところもありますが、地道に頑張っているところです。よろしくお願い

いたします。 

○小澤委員 

小澤浩子と申します。当時は、女性問題という言葉が多く使われていたかと思いま

すけれども、私が男女共同参画に向き合いましたのは、平成４年に北区が開講しまし

た女性大学の第１期を受講したことがきっかけです。以来、地域の中に男女共同参画

の視点を育むべく、いろいろな活動に参加させていただいてきました。我妻さんが代

表を務めておられるネットワークの会員でもあります。男女共同参画というのは、決

して特別な、ある一部の人のためだけではなくて、さっき会長がおっしゃったように、

女性も男性も、またさまざまな年代の人が暮らしやすい社会を築いていく、そういう

ことだということ、これを区民の多くの皆様に理解していただけたらいいなと思って

おります。どうぞよろしくお願いいたします。 

○楠委員 

楠と申します。公募委員ということで、北区に公募の動機を書たものを読み上げま

して、私のご挨拶にかえさせていただきたいと思います。 

内容ですが、かつて老人の面倒は嫁の重要な役目であったと思います。しかし、現

在、少子高齢化が進んだ中で、老人介護の問題は、子育て問題と同様に地域社会の問

題として捉えなければならない状況になってきていると思います。特に、高齢者を家

族で見るといった機能が、今非常に足りなくなってきております。 

そのような中で、地域社会全体で、高齢者の介護をするという機能を果たしていく

ことが今求められているのではないか。特に、高齢老人を抱える家庭では、いつまで
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支えが必要だとかの先が見えないと、周囲にも相談しにくい状況があります。介護保

険制度が導入さ、もう十数年以上がたちますが、制度の認知と機能がまだ十分ではな

いのではないかと私は感じております。しかも、介護の問題というのは、実は今、企

業の中核を担うその世代が多くかかわっておりまして、特に男性の比率が年々高くな

ってきております。 

このため、社会全体で介護する人を支援する。精神面を含め、介護する人の負担感

を解消し、安心して介護と仕事が両立できるような男女の共同社会への仕組みづくり

をやはり北区では進めていく必要があるのではないかと、そんな動機で今回、応募さ

せていただきました。 

今度、新しく配られたアゼリアプランの中で、介護の問題が新しい項目として挿入

されていますので、それを中心に勉強させていただければと思います。 

以上でございます。 

○酒井委員 

酒井克子と申します。よろしくお願いいたします。私は、公募でこの会に参加させ

ていただくことになりました。子どもが二人おりまして、子育ての観点から壁にあた

ることが多い状況におかれております。同時に子育てしながらの仕事の継続に日々、

悩みながら時間を過ごしております。 

先月イギリスから帰ってきましたが、イギリスにいた町と、自宅がある北区、日本

とを比べたときに、色々な意味で遅れとか違いというものを感じました。そこで、私

が微力ながら何かできることがあるのではないかと思い、応募させていただきました。 

主に、保育園問題が仕事を継続するお父さん・お母さん世代にとって負担になって

いて、種々雑多な問題が残されていると考えております。本委員会では、保育園問題

に関する活動に関わらせていただければ幸甚にございます。また、私は大学の研究者

でもあるのですが、研究者や理系分野での女性の活躍が海外に比べて活発でないこと

を残念に思っております。女性の理系分野への進学の促進を目指して、小中学校での

教育問題を本委員会での活動を通じて議論させていただきたいと考えております。そ

して、広く男性・女性も色々な職業に関わることによって、よりバランスのとれた社

会が実現することを希望いたします。よろしくお願いいたします。 

○上川委員 

上川晃でございます。今年は、健康福祉委員会の委員長ということで、昨年は企画

総務の委員長ということで、２年にわたるおつき合いをさせていただきましてありが

とうございます。１年間を通して、この男女共同参画のさまざまな進め方、または進

みぐあいがよくわかったとともに、またその重要性もひとしお強く感じさせていただ

きました。 

最近、非常に強く感じるのは、子どものいじめ問題とか、インターネット上の人権

侵害、子どものいじめも実はインターネットと深くかかわっていたりしておりまして、

そういう面では隣近所、または職場とか、そういう今までの社会的なつながりを超え

て、別の次元で大きな人権侵害が社会的に起きているのかなと。 
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一昨日、読んだ新聞の中で、刑期を終えた方が社会復帰を目指したところ、どこに

行っても就職がままならなかったと。どうしても面接に行く前に書類選考で落とされ

てしまうということで、よくよく調べたところ、その方の経歴がインターネット上に

出ていて、結局どこの企業もインターネットで過去の経歴を知ることができますので、

どこも書類選考で落としてしまうということが新聞に載っていました。 

その方は、そういう面ではヤフーとか、グーグルとか、またはフェイスブックとか、

こういうインターネットの検索サービスに対して、人権侵害に当たるのではないかと

いうことで裁判を起こしたと。裁判上は、確かにそれは人権侵害に当たるということ

で地裁の判決は出たので、グーグルなり、ヤフーなり、フェイスブックに、人権侵害

だからネット上のそういう過去の履歴を消してくれないかといっても、会社はそうい

うことはできませんと。技術的にできないだけではなくて、基本的にはネット上は全

てオープンですということで、責任は負いませんということで、これは新たな人権問

題を引き起こすのかなと、そういう面では犯罪を犯しただけではなくて、いじめでは

ないけれど、非難とか中傷をネットで行ったことが、これはもう取り返しがつかない

ぐらい深く心に傷をつけるだけではなく、それを消すことができないという、これは

もう今までとはまるで違う質の問題が、ここ一、二年起きているのかなということを

実感した次第でございます。 

そういう面では、この男女共同参画、非常に大事なことですが、さらにそういうこ

との背景もやはり今後は、この運動の中で進めていく必要があるのかなということを

実感した次第でございます。 

○戸枝委員 

ただいまご紹介いただきました、区議会企画総務委員会委員長の戸枝大幸でござい

ます。男女共同参画に関しましては、核となるものとしてアゼリアプランがございま

す。平成２２年に現在の第４次が策定されておりまして、こういった策定の作業につ

いても議会での審議を通してかかわらせていただいておりまして、その着実な進展を

望む立場でございます。そうした中で、ご案内のとおり現在の北区では、「長生きす

るなら北区が一番」、「子育てするなら北区が一番」と、こういった柱を立てており

ます。こうした事業については、アゼリアプランは非常に密接に関連する項目でござ

いまして、そういった観点からも着実に今後の進捗を見守らせていただきたいなと思

っておりまして、この審議会を通して皆様方のご意見、この場の雰囲気といったもの

を議会に持ち帰って、議員ともども共有させていただければありがたいなと思ってお

ります。 

また、一つ特筆すべき観点としては、昨年の３・１１を踏まえて、震災後の対応と

して地域防災計画の改定作業に着手されておりますけれども、そうした中で審議の過

程でも女性の委員の方が半分を占めるという形で、非常に今までになかった新しい視

点が多く組み込まれているといった成果を現在上げられております。そうした意味で

も、現在の皆様方の活動が着実に区政に反映しているあらわれでございまして、地

区・地域の皆様、あるいは区民の皆様の安心に結びつくのだということを示すよい機

会になったのではないかと思っております。 
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いずれにいたしましても、しっかりと皆様と一緒に男女共同参画について伸展する

立場で、これからも参加をさせていただきたいと思っております。どうぞよろしくお

願いいたします。 

○田草川委員 

教育委員会事務局で、学校教育から生涯教育まで教育委員会の所管いたします関係

の事務をやらせていただいております。いつも日ごろから皆様方には大変ご協力等を

いただきまして、本当にありがとうございます。この審議会で私は２回目の委員でご

ざいまして、それ以前も人権の関係とかのこともありまして、何かと男女共同参画に

つきましては職務上もいろいろ担当させていただいたりいたしました。今回も皆様方

のご意見を十分いただきまして、少しでも行政にそれを反映するよう頑張りますので、

どうぞよろしくお願いいたします。 

○中澤委員 

事務局の男女共同参画推進課も子ども家庭部の部内でございますので、半分は事務

局ということでの発言をさせていただくことも、あるかもしれませんので、申しわけ

ございません。今日は、そういった意味で、半分事務局という立場からいたしまして、

皆様方にこうやってお集まりいただきまして、本当にありがとうございます。 

子ども家庭部でございますけれども、先ほど酒井委員からお話がありましたけれど

も、保育園の問題、それからその後の子育て支援も担当いたします児童館なども所管

をしている部でございますので、分かる範囲で皆様方のご質問にもお答えできるよう

にさせていただきたいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。 

○白井会長 

どうもありがとうございました。これから皆様とご一緒にこの審議会をより実りあ

るものにしていきたいと思いますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

それでは、議題１に入りたいと思いますが、初めての委員の方もいらっしゃいます

ので、まずアゼリアプランについて、事務局から説明をお願いいたします。 

○鈴木課長 

  アゼリアプランについて説明。 

○白井会長 

ありがとうございました。今の説明について、何かご質問等はありますでしょうか。

いかがでしょうか。 

質問等なければ議題１に入りたいと思いますけれども、よろしいでしょうか。 

（な し） 

○白井会長 
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それでは、議題１の第４次アゼリアプラン中間の見直し（案）について、事務局か

ら説明をお願いいたします。 

○鈴木課長 

第４次アゼリアプラン中間の見直し（案）について説明。 

○白井会長 

ただいま、男女共同参画推進課長から説明がありました、第４次アゼリアプランの

中間の見直しの方針（案）について意見を伺いたいと思います。それが出ました後に、

中間の見直しの内容（案）について、またご意見をお伺いしたいと思います。 

それでは、ご意見をお願いいたします。 

○上川委員 

見直しの説明の背景のところで、まずこの２番の国の動きの真ん中辺に、「さまざ

まな困難な状況に置かれている人々への対応」という言葉があります。今度、都の動

きのところの２段目に、「特別な配慮を必要とする男女への支援」という言葉がある

のですが、このそれぞれの言葉の背景や意味についてお教えいただきたい。 

○白井会長 

それでは、今の質問に対して、事務局からのご説明をお願いいたします。 

○鈴木課長

それでは、まず国の動きで、「さまざまな困難な状況に置かれている人々の対応」

について、ご説明させていただきます。こちらは、単身世帯や一人親世帯の増加、雇

用、就業構造の変化、経済社会のグローバル化などの中で、貧困に陥る層が増加して

いるということと、また、女性は出産・育児等による就業の中断や非正規雇用の多い

ことなどを背景として、貧困など生活上の困難に陥りやすいということですとか、ま

た、障害がある女性や、日本で働き生活する外国人女性などは、女性であることで複

合的に困難な状況に置かれている場合が少なくないということがあります。そのよう

な状況の方々ということで、説明をさせていただきたいと思います。 

○白井会長 

都の動きのところでは、いかがでしょうか。やはり同じでよろしいのでしょうか。 

○鈴木課長 

都の動きも、同じような内容です。 

○白井会長 

同じ内容ですね。 

○白井会長 
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以上ですけれど、よろしいでしょうか。 

○上川委員

はい。 

○白井会長 

ほかに、何かありますでしょうか。 

先ほど、見直しの方針については、計画の柱となる目標等には、見直しは行わない

で、施策の方向性と取り組み方について見直すということですので、前期から引き続

き委員の方で特に気になったところ、また、このようにしてはというところがあれば、

ご意見をお願いしたいと思います。また、新しく委員になられた方で、気づかれたこ

とがありましたら、是非ご意見をお願いいたします。 

○楠委員

一つ、今おっしゃられた都の特別な配慮を必要とする男女の支援ということで、少

し補足をさせていただきたいと思うのですが、先ほど課長が言われたこともそうなの

ですけれど、それらの人々に加えてやはり単身の高齢者のこと、それから女性では経

済的な困難な状況に置かれている人、それから男性では、やはり地域とのかかわりが

薄くて孤立状態に陥る可能性が高い、男女間で課題が異なる場合も多く、男女平等参

画の視点から支援策が必要であると。家庭の若年層だった一人親以外に、特に高齢者

の男女についての施策の膨らませだとか、扱いが必要だということを、ちょっと申し

上げたいと思います。 

○白井会長 

よろしいでしょうか。 

今のようなことを参照に、方向性、取り組みについて、ご意見がありますでしょう

か。 

○小澤委員

見直しの資料１、見直し案の社会の状況の中に、３行目ぐらいに、いじめや女性の

暴力という言葉があります。また、先ほど上川委員からも自己紹介の中で、いじめの

深刻さということが述べられたと思うのですが、いじめというのも人権にかかわる重

要な課題で、目標１の人権を尊重し、健康な生活を実現する地域社会のためには、い

じめへの施策の方向というのも欠かせないと思うのですが、そちらはいかがでしょう

か。あるいは、いじめに関しては子どもに男女共同参画の意識、自己を大切にするた

めの意識啓発のパンフレットを配付するという予定だそうですが、その中にいじめの

ことも盛り込まれるのでしょうか。 

○鈴木課長

いじめの問題についてですが、中間の見直しの中に、今のいじめの問題ですとか、
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いじめによる自殺ですとか、入れるべきかどうか悩んだところでございます。ただ、

中間の見直しですので、あと２年間の中で課題を解決ということになりますと、なか

なか難しいこともありまして、次期第５次の策定時の検討課題にさせていただきたい

と思います。 

また、パンフレットですが、「自分らしさを大切に」ということで、６年生の皆様

にお配りをしているのですが、こちらの中では、いじめをしないということはないの

ですが、「いじめの相談窓口」ですとか、「一人はみんな違うので個性を大事にしよ

う」ですとか、「女性だから男性だからと決めつける前に、ちょっと考えてみましょ

う」、「人権とは何だろう」ということが記載をされております。 

○白井会長 

今のご説明でいかがでしょうか。ご意見があればどうぞ。 

○小澤委員

あと２年間ではちょっと解決が難しいのでという、そういうご説明がありましたが、

子どもにとっての２年間というのは非常に貴重な２年間なので、それが盛り込まれな

かったのは残念だという気がいたしますけれども、これは教育委員会でも各学校等を

通じて、いじめの根絶に対して取り組みをされていると思いますが、今日は次長もお

見えですので、いじめをしないという宣言のようなものも出されておりますので、そ

のご説明をいただけますか。 

○田草川委員

ありがとうございます。今の説明で、２年間で解決だというのは、いじめ全体とい

うことなのだと私は今理解はいたしました。教育委員会といたしましては、個々のい

じめといいますか、今回東京都が緊急にいじめの実態調査ということを出しまして、

それで北区の中で実態調査をさせていただいて、その時点で大体１８０件程度、今数

字が手元にないのですが、あったという統計資料があるわけですけれども、こちらの

認識といたしましては、いじめであるか否かの判断というのはとても難しいものです

から、その統計にどこまで意味があるのかというのはちょっと疑問を持っているとこ

ろです。そして、一番重要なのは、今現在何らかの形で困難な状況にいる、とても辛

い思いをしている、それは理由がいじめであろうが何だろうが、関係なくそういう子

どもを早く捕まえて、早くそういう状況から脱するような支援、もしくは強制的な措

置、そういったものをすべきだというのが一番根本的な考え方にございます。 

それで、先ほどのいじめの件でございますが、これにつきましては、昨今の状況を

教育委員会としても大変厳しく受けとめまして、教育委員会自体で早急に直接、まず

は子どもたち、そしてご家庭、地域社会、そういったものに何らかの形で呼びかけ、

メッセージを発するべきであろうということで、先月ですか、いじめに関する先ほど

の宣言、その内容というのは、何かあったら必ず誰かに相談をしてほしい、そして、

周りできちんと見守ってほしい、子どもたちの状況をよくよく見ていただいて、何か

おかしな点があったらすぐに連絡をしてほしいといったことが主な内容で、地域・社
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会全体で子どもたちをいじめから守ろうということを教育委員会として言わせていた

だいたというものでございます。各学校にメッセージをお渡ししまして、子どもを通

じて、子ども、そしてご家庭に、そして教育委員会の広報誌であります「くおん」と

いうものにも載せまして、それぞれご利用させていただいたという内容でございます。 

それで、ここの中への位置づけでございます。先ほど申したとおり、いじめ問題と

いうのは大変重要であると考えておりますが、さらにいじめかいじめではないかどう

のこうのと、そういったところで変に時間を使わずに、困っている子どもを助けるべ

きであると、そういう考え方がございますけれども、ここにどうやって位置づけるか

というのを先ほどちょっとご提案がありましたので考えたのですが、なかなか落ちつ

くような場所がないかなという気がいたしました。今、いい案が出ませんけれども、

いずれにいたしましても決していじめを放置しておくという気持ちは全然ございませ

んで、日々取り組んでいるところでございます。 

そして、いじめ対策本部というのをきちんと組織として設けておりまして、教職員

に対するいじめに対応するための研修ですとか、それから生活指導支援員、その他を

中心としたいじめ対策の組織も本部のもとに置いておりまして、そこで個別事例等に

ついては対応し、さらに基本的な方針何かもいつも検討していると、そういう状況で

ございます。以上でございます。 

○白井会長 

 事務局から、鈴木課長。 

○鈴木課長 

 事務局から少しつけ加えさせていただきます。資料２のアゼリアプラン個別事業一覧

をご覧ください。いじめの問題をどこに取り入れたらいいだろうということで、今、田

草川委員からもお話がありましたが、目標・課題は変えない、施策の方向も新たにはつ

け足さないということでしたので、施策の方向の中に見ますと、目標１、課題１の「あ

らゆる暴力・暴言の根絶」の中にいじめは入るかもしれませんが、施策の方向の中には、

それに該当するような項目がなかなか見つからず、入れにくいところがございました。

新たにいろいろなものを入れてしまいますと、せっかく第４次アゼリアプランをつくっ

たときの最初の方向性と違ってしまう場合もあると思いまして、施策の方向の中になか

なか入れ込めないということで、いじめの問題につきましては第５次アゼリアプランの

方向での課題とさせていただきたいと思っております。 

○上川委員 

この中間見直し内容４番の中の（３）目標３の見直し１２というところに、取り組

み、子どもへの意識啓発に事業番号９９、男女共同参画意識を育むパンフレットの配

布を追加すると、従来から行ってきたところである小学校６年生の上記パンフレット

の配付を加えると、こう書いてあるのですが、実際いじめが一番多いのは中学校１年

生なのですよね、具体的に言うと。ですから、そういう面では小学校のいじめに対す
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る啓発も大事なのですが、実態としてやはり中学校１年というのは、小学校が何校か

集まったり、また体力的な差も開きが出たり、男女の意識も大きく変わるところなの

で、はっきり言ってもう中学校１年生にいじめ問題というのは集中しているのですね。

そういう面では、この小学校のパンフレットの配付だけではなくて、やはり中学校向

けのパンフレットもきちんと事務局等、踏まえてつくるべきではないかなと、このよ

うに思います。 

○鈴木課長 

こちらの「自分らしさを大切に」というパンフレットでございますが、男女共同参

画の意識を育むパンフレットでございますので、発達段階から見まして６年生が適切

かということで配布をさせていただいております。いじめのパンフレットにつきまし

ては、先ほども申しましたように、第５次アゼリアプランの中の検討課題とさせてい

ただければと思います。 

○宮城副会長

今のいじめの問題なのですけれども、確かに大きな目標から言うと目標１にかかわ

るかと思いますけれども、その意味で、今見直しとして目標や課題のところまでは追

加しないにしても、事業として既に「くおん」の発行とか、それから意識を育むパン

フレットの配付ということは事業の中に入っているわけですから、是非ここの中で、

これをこの２年間で実現するときに、いじめの問題を視野に入れて作成していただく

ことはできないでしょうか。事業計画として１項目を起こすということではありませ

んけれども、非常に大事な問題だと思いますので、取り組みの中で、文章には載って

いなくてもこれは審議会委員の意見として反映を考えていただければと思います。 

○奥津委員

とても大切なご意見がたくさん出ているのですが、まずその前にこの見直しの方針

が、この２年間で実行を見込めることに絞ってと、このことについて、まずはっきり

させたいと思いまして、これはよろしいのではないかと思うのですね。というのは、

せっかく作ったものですから、あれもこれも結局何もできなかったというのが一番困

ると思いますので、これはこれでよろしいのではないかと。ただ、今のように１年ご

とにいろいろな問題が出てきますので、それがこの見直しの４の内容の中で、それこ

そ是非、ここにおいでの方々皆様、知恵を絞ってどこに入れ込むかと、現実にどのよ

うにやっているかという議論のところでお話をしていくと。まず、この見直しの方針

をこれでいいかどうかを話し合っていただきたい。私これでないと恐らく計画そのも

のが破裂してしまうと思いますので、よろしいと思っております。いかがでしょうか。 

○白井会長 

個々の見直しの方針についてですけれども、これについては皆さん方は異議がない

わけですよね。いじめということについては、どういうのがいじめかというその解釈、

どの行為をいじめというかということもあるので、こういうことがいじめになるので
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すよということも、先生を初め生徒等についてもやはり啓発することも必要ではない

かなと、そう思うのですけれども。教育関係のほうで、子どもたちにも徹底すること

はできるのでしょうか。 

○中澤委員

人権教育として現在やっていることがどの程度の広がりかということも、それも確

認をさせていただいた上で、先ほど宮城副会長からご提案いただいたパンフレットの

その人権とは何だろうというところの広がりの部分で、ある程度子どもたちにもわか

るようなその部分を入れ込むかどうかというものは、それはそれで検討させていただ

くと、もちろん先ほど課長からは時間のことを言いましたけれども、それはいじめ対

策と考えたときには、これは今も既に緊急に対応しなければならない課題と捉えて、

教育委員会を中心に対応しているものですので、そういった意味では対応を２年先ま

で送るという話ではなくて、これはもうとにかくやっていかなければいけないという

話だと思います。 

男女共同参画の視点から、そのいじめの問題をどこかに入れ込むことにするかどう

かということについては、私どももこうやって社会の変化のところで入れ込んでおき

ながら、迷って最終的に入れ込むのは難しいのではないかと判断して、そのままにし

たという経緯でございます。そういう意味では、全く入れ込まないやり方ではないや

り方がとれるかどうかは、もう少し考えてみないといけないと思います。 

○白井会長 

男女共同参画に対して、今のいじめが中に取り込めるかどうかということを検討さ

せていただいた上、どうするかを決めたいと思いますけれども、これは事務局に一任

させていただけませんでしょうか。この方針の見直しについてですね。 

○上川委員 

今、３番の見直しの方向については、その文言でいいでしょうということで、この

４番の中間の見直しの同意をというのはこれから……。 

○白井会長 

まず見直しの方向で目標と課題はそのまま、方向性とか取り組む、ますよね。それ

についてどうでしょうかということで出ているので、そういう方向で見直すのはよろ

しいでしょうかということですね。 

○上川委員 

それが終われば、今度４番に、そういう意味。 

○白井会長 

はい、４番に入ります。 

その見直しの方針についてはよろしいでしょうか。大きなところについては、年次
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計画で出ていますので、それをさらに徹底して充実させていくということでよろしい

でしょうか。 

○戸枝委員 

今、特に言われていたいじめの問題とか、非常に重要な視点だと思っておりまして、

今回の見直しに関しては、もうこれで十分なアップデートだと思っておりますけれど

も、ただ、今後の見直しのあり方みたいなところで、どこかに今第５次に申し送りと

いうか、見送ったということを明確に明記をしていただいて、５次に反映する担保の

ようなものを取っていただきたいなと思っているのですけれど、何かその方法という

のは、考えているのかどうか、もし考えていないのだったら、是非考えていただきた

いと思っているのですけれど。 

○鈴木課長 

ありがとうございます。３の見直しの方針の最後のほうにも書かせていただいてい

ますが、さらに取り組みや時間が多くの資源等が要すると考えられるものについては

次期計画の策定時に検討することとすると載せさせていただいておりますので、今、

委員のおっしゃったことに対しましては、課題とさせていただければと思います。 

○戸枝委員 

わかりましたが、特にこの審議会もただやっているわけではないですから、これだ

け皆さんの関心を持っているということも是非何らかの公文書の形で、いじめが特に

課題となっていると明記をしていただきたいと思っていますので、今後検討していた

だきますようお願いいたします。 

○白井会長 

何か、事務局からありますでしょうか。よろしいでしょうか。 

その点についても、検討いただくということで、公示する方法についても検討いた

だくことにいたします。 

それでは、中間の見直しの内容の案については、いかがでしょうか。 

○我妻委員 

状況に合わせて、変更や追加などいろいろしていただいて、事業数が七つぐらいふ

えていますね、計算したら。仕事が大変になるのに、前向きですごくいいと思うので

すが、一つ、番号３、事業名、デートＤＶ出前講座というところで、説明に、「高校

生・大学生など若年層に向けて」という対象が書いてあるのですが、毎年８月にＮＷ

ＥＣで行われています「ＮＷＥＣフォーラム」のワークショップの一つで、「小学生

からのデートＤＶ」という予防教育について、随分人気があったワークショップがあ

ります。これはＮＰＯの主催で、三重県四日市市の小学校で小学生向けにＤＶ予防の

事業を行ったという報告があったそうで、今回私どもの団体の運営委員が参加して会

報に原稿を書いているのですが、小学生からまず意識を変えていかないと、こういう
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ＤＶというのは間に合わないと。ですから、若年化しているといいますか、そういう

ことがあるので、高校生・大学生だともう遅いのではないかなと思います。だから、

すぐにやれるかどうかわかりませんが、小学生・中学生当たりからやっていけるもの

だと思いますので、その辺検討していただければと思います。 

○白井会長 

その辺については、いかがでしょうか。対象を中学生・小学生というところにおろ

せるかどうかということです。 

○鈴木課長 

デートＤＶの出前講座でございますが、これは既に実施している事業でございまし

て、高校生や大学生などを対象に現在実施しているものです。実際にデートＤＶの大

きな被害となりますと、やはり高校生・大学生から大きな被害になっていくというこ

とも相談の中でも感じておりますので、現在はこういう対象をやっている状況でござ

います。また、小学生・中学生に対しましても、必要なことだと認識はしております

が、なかなかこういう講座を小学生・中学生向けに開くことが難しいような状況もご

ざいますので、まず、まだ被害の大きなところからということで取り組みさせていた

だいております。 

○中澤委員 

学校教育にかかわる部分でいうと、学校のカリキュラムが相当きつい中では新たに

入れ込むというのは、相当時間がかかるだろうと、仮に実現できたとしてということ

ですけれど。そうでないやり方、学校でということではないやり方でやる方法を何と

か探し出してやるということは、それは例えばＮＰＯの力をおかりしてとか、そうい

うことはあり得るのではないかとは考えていますけれども、それがどの程度の時間、

その２年間で実現できるかどうかというところは、正直なところフィフティ・フィフ

ティなのかもしれないとは思いますけれども。 

学校現場の状況については、田草川委員。 

○田草川委員 

すみません、最初に私が答えなければいけなかったですね。まず、小中学校ではご

承知のとおり、道徳ですとか、それからまた体の関係では保健体育ですとか、さまざ

まなところでこういった問題については取り上げておりまして、学習指導要領の中に

も特に男女平等の考え方の普及ですとか、理解ですとかは出ております。このデート

ＤＶの出前講座といったようなやり方がいいのかどうかについては、今すぐどうとい

う意見はないのですけれども、その前段であります、やはり意識の中、特に日常の中

に溶け込んでしまっているような、いわゆる女性に対する一定の何かこう差別的な意

識ですとかがないように、また常にもっと積極的に男女共同参画というそういった意

識を子どもたちが自然に身につけていっていただけるような教育が、まず基本的には

必要なのだろうとは思います。 
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ただ、ご提案なので、今現在の中学生の状況とか、その辺を踏まえて、この問題に

ついて今すぐこれを入れるかとか結論は出ませんけれども、十分検討をさせていただ

きたいと思います。先ほどの我妻委員のお話は、かなりの部分重要だと受けとめてご

ざいます。 

○白井会長 

それでは、今回の見直しの内容としては、高校生・大学生という若年層を入れて、

それから中学生以下については、今後検討していただくということで、この出前講座

についてはよろしいでしょうか。 

○我妻委員

意見を言っておかないと、そのうち実現できないので言いました。、結局予防教育

が必要だということなんですね。被害に遭うような年代になってから教育しても、も

う遅いと。これは、男女共同参画意識を育むパンフレットの配付というのと、もしか

したら一緒にしていただけると出前講座までしなくてもいいかもしれませんが、男女

の関係、異性とは限りませんが、人間対人間の関係がどうあるべきかということを小

さいうちから予防教育しておくことで、ＤＶをなるべく少なくする。だから防災と同

じですよね。減災といっていいのでしょうか。そんなことで今後事業をするときに、

念頭に置いていただいて、何年後かには小学生や中学生にもそういう教育ができると

いいなと思っています。 

○白井会長 

  ありがとうございます。 

ほかにありますでしょうか。 

○宮澤委員 

昨年と違って、一つ新しく入った、イクじい・イクばあ講座は、具体的にどんなこ

とをやるのか教えてもらいたいのですけれど。 

○白井会長 

事務局から説明をお願いいたします。目標２のところの課題２ですね。 

○鈴木課長 

それでは、イクじい・イクばあ講座について、ご説明をさせていただきます。 

昨年度は、イクメン講座を開催させていただいて、今年度からはイクじい・イクば

あということで、孫育てや地域の子育てに積極的にかかわろうとする祖父母世代の方

を対象にしまして、３回制で基礎乳児コースと、応用幼児コースというものをやって

おります。まず１回目では、共通テーマとしまして、「ご存じですか、子育ての新常

識」ということで、ＮＰＯ法人孫育て日本理事長の棒田先生をお呼びしまして、講演

会を開催しております。乳児コースでは、２回目では赤ちゃんのお世話ということで、
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お風呂の入れ方ですとか、おむつの当て方ですとか、そういうことを実際にやってい

ます。３回目では、赤ちゃんの健康・安全ということで、おうちの中で赤ちゃんが小

さな物を口に入れてしまわないようにですとか、けがをしないようにとか、そういう

安全の部分ですとか、健康に育てるためにはというお話をしていただいています。ま

た、応用幼児コースでは、こちらはこれから１１月に実施するのですが、簡単・楽し

い手づくりおもちゃということで、児童館の職員が手づくりおもちゃを実際につくっ

ていただくですとか、触れ合い遊びということで、児童館の職員が幼児とどんなこと

をして遊ぶと楽しいのかということをお話しする講座でございます。 

○宮澤委員 

これは児童館の中でやるのですね。 

○鈴木課長 

会場ですが、こちらのスペースゆう、この会場でやっております。いろいろな赤ち

ゃん用のグッズですとかは、福祉保健センターからお借りしましてとか、児童館の職

員の先生が実際にいろいろな手づくりおもちゃの材料などを持ってきていただいて、

こちらでやっております。 

○白井会長 

よろしいでしょうか。 

○宮澤委員 

はい。 

○白井会長 

ほかにありますでしょうか。 

○山﨑委員 

１１２番ですが、地域防災計画の改定における男女共同参画の推進でありますけれ

ども、これはどんなことをやるのですか。町会ではやっているのではないかなと思う

のですけれども。町会では、防災訓練を男女とも参画して進めていますけれども、ま

たそれとは違ったようなことをやるのですか。 

○鈴木課長 

北区地域防災計画ですけれど、今年度改定をすることになっております。それで、

計画の改定に当たりまして、ネットワークの方たちも出ていただきまして、防災に関

しまして女性の視点でいろいろ意見をいただいて、提言をいただいて、その提言をも

とに今年度北区地域防災計画を改定を今している状況でございます。その中に、男女

共同参画の視点に配慮しました防災対策の推進ということで、避難所生活における女

性の支援策の充実ですとか、避難所運営マニュアルの作成、それに当たりましては女
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性の視点を盛り込むですとか、女性の責任者を置く、女性の悩み相談をするとか、そ

ういうことを検討していく最中でございます。 

○中澤委員 

地域防災計画は、北区の計画だというのは、会長さんはご周知だと思うのですけれ

ども、その計画の改定に当たって昨年度はあり方検討会、小澤委員や我妻委員も配慮

いただいて、女性の委員を半数にした改定で検討したという経緯がございます。その

上で、具体的な地域防災計画の改定の中身についても女性の視点ができるだけ入るよ

うな、そういうヒアリングを行うとか、それから具体的な話になると恐縮ですけれど

も、例えば避難所運営とかそういうところで、女性の視点が非常に重要だと言われて

いるので、そういった避難所運営の会議体の中に女性も入るような仕組みをつくって

いったらどうなんだろうかという話が、今改定作業の中で行われているということで

す。 

○山﨑委員 

これからですか。 

○中澤委員 

今、改定作業を行っているところです。 

○白井会長 

よろしいでしょうか。 

○山﨑委員 

いいです。これからつくっていくのでしょうから。 

○白井会長 

ほかに、何かありますでしょうか。 

○照井委員 

ちょっと総論的なお話というか、最初これ資料を事前にいただいて、社会の状況の

変化ですとか、国の動き、都の動きなんかを踏まえて見直しをするのだなあ、なるほ

どと思って読み進めたところ、具体的な見直しというと、文言の修正ですとか、ある

いは既に行われている事業に乗っかるような形みたいなお話が多くて、ちょっと正直

がっかりしたのですよ。ただ、よく考えますと、要は見直しを待たずに、既に行われ

ている事業というのは大事だから行われているわけで、その大事な事業とこの取り組

み、やはり中間見直しの内容を一致させるということは意義があるのかなと今、考え

直したのですが、ただ、やはりもちろん２年内でそれなりの形にしなければいけない

というのはあるのでしょうけれども、例えば今現に行われていない事業で、これはち

ょっと力を注げば、それなりに２年以内にそれなりの形になるのにどうしてやらない
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のという事業をピックアップするという作業も、十分に行われているのだろうかなと

いうのがちょっと心配になったというのが１点でございます。 

それから、具体的な内容としましては、私がちょっとこれは非常に気になったので

すけれども、課題ですとか施策というのは抽象的な事項が挙げられて、具体的な事業

でそれを実現していくということになると思うのですけれども、番号で言いますと１

５番、障害者虐待の防止というところで、これ施策の方向にも障害者虐待の防止とい

う言葉があって、要は施策と事業が全く一緒というのはどうだろうと、やはり事業で

はもうちょっと具体的なものを何か掲げるべきなのではないのかなと思いました。 

以上です。 

○白井会長 

その点についての回答を事務局からお願いいたします。 

○鈴木課長 

委員、いろいろご指摘いただきましてありがとうございます。中間の見直しという

ことで、あと２年間で実際にできる事業が、この中に落とし込むことができるような

事業がございましたら、そちらについては具体的に今ご意見をいただければと存じま

す。 

障害者虐待防止センターのところなのですが、事業名と施策の方向のところが一緒

だというご意見をいただきましたが、私もどのようにすればいいか悩んだところでご

ざいます。障害者虐待防止センターは、今年の１０月１日から障害福祉課の中に設置

されたものですが、まだ設置されたばかりで、これからどういうふうに進めていこう

ということを今考えている最中でございます。ですので、とりあえずできるところか

らということで、障害者虐待の防止、この障害者虐待の防止も、本当にいろいろな課

題がございまして、学校の中ですとか、地域の中、職場の中、家庭の中、いろいろな

ところで障害者虐待の防止に取り組まなければならないということでございます。ま

た、名称は検討させていただければと思います。何かいいご意見がありましたら、教

えていただければと思います。 

○白井会長 

よろしいでしょうか。 

○楠委員 

宮澤委員が先ほどおっしゃられたイクじい・イクばあの事業の内容ということなの

ですが、ちょっと教えていただきたいのですが、今、実は私の地区では、小学校、そ

れから保育園に、老人会の人たちが積極的に出ていって、例えば手づくりのおもちゃ

をつくったり、それからともに給食をしたり何かするというのは、これはこのイクじ

い・イクばあの講座の中の一環として行われているものなのでしょうか。そうではな

いでしょうか。教育委員会の方に聞きたい。中澤委員でも結構ですが。 
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○中澤委員 

それは既存のどちらかといいますと、地域の皆さんに来ていただいて、そういった

交流を行っている、地域交流の視点から実施している部分がありますので、そういっ

たものとは違って、こちらは自分の孫、あるいは自分ではない孫世代の子育てを支援

している、そういう応援してもらうような人を多くしようという意図でスタートさせ

た事業なのですけれど。 

○楠委員 

ありがとうございました。 

○白井会長 

方針等を、先ほどもありましたけれども、その施策についての見直し、方向性等で

す。最初に策定した平成２２年度のときに一番取り組まなければいけないことをこの

プランの中に取り組んでおりますが、数年たつ間に、社会の情勢が変わってきので新

たな内容を加えたり、変更したりということなのですけれども、この内容について特

にありますでしょうか。 

○宮城副会長 

つけ加えていただいた事業名とかについては、随分細かいところまで配慮していた

だいたと思っているのですが、すみません、今気がついたのですけれども、先ほどい

じめの問題などが話題になったときに見直していて、事業名１０１番にスクールカウ

ンセラー活用事業が位置づいておりますが、スクールソーシャルワーカーの活用事業

はその後どうなっているのか、もし北区で継続しているならば、これをここに足すの

も意味があるのかと思ったのですけれど、いかがでしょうか。 

○田草川委員 

ありがとうございます。実は私、答えたときソーシャルワーカーをどうしようかな

と思っていたところです。今現在、北区でソーシャルワーカーにつきましては十分各

学校でお願いをしておりまして、今後も活動範囲は増えていく、また必要性も大変上

がっているというのが現状でございます。何らかの形で入れ込めればなという気は今

いたしております。 

○宮城副会長 

スクールカウンセラーと併記でもよろしいような気がするのですけれども。 

○田草川委員 

そういう方向性をいただければ、こちらで検討させていただいて、グラフィック型

の形で表記させていただければと思います。 

○白井会長 



 20

では、ご検討いただきたいと思います。 

○中澤委員 

入れるという。 

○白井会長 

入れるという方向で、ではそこに、いじめ等についても入れていただくということ

になりましたので。そこに並べていただけるということになりましたので、皆さんの

意見がここに取り入れられたということになるかと思いますけれども、それ以外、何

かありますでしょうか。 

○酒井委員 

今回からの参加なので、いまひとつ背景が理解できておりませんので確認させてい

ただきたいと思います。本委員会では、目標と課題については大きな変更はしないけ

れど、２年以内で実現が可能でと思われるものについては、提案させていただいても

よいと理解してよろしいでしょうか。 

目標２の課題２の、仕事と家庭・地域生活を両立できる地域社会というところです

が、仕事と家庭を両立するといった意味で、私が日頃から感じるものとしては、区な

どの事業として、できれば男性でも女性でも出産適齢年齢があるということに関する

基本的なセミナーを企画できないかと、考えております。女性の場合には、４０歳代

での妊娠の確率が低いという事実を知らずに過ごしてしまう人が少なくないと感じて

おります。男性にも適齢期があるようですので、正しい情報を専門家から伺う機会が

あればと考えます。不妊治療も経費の助成万代や保険適用の可否に関することが想定

されますので、このようなセミナーを３０歳代の方を対象を絞り企画していただくこ

とをご検討いただけませんでしょうか。 

○白井会長 

今のご意見に対して、皆さん方も何かお考えがありましたら、言っていただきたい

と思います。 

○奥津委員 

大変難しいことがたくさん含まれているお話だと思います。まず、おっしゃるとお

りですが、働く、働かない、仕事を持つ、持たないということとは全く別の次元で既

にそういう問題がありますよね。もう晩婚化、晩産化というその社会の問題というこ

とですから。そういう啓発、やはり健康な一生涯を送っていくためにそれぞれ自分の

健康を考えましょうという意味で、そういうご指摘の場所箇所に、次世代を健康に生

み出すための社会環境みたいなようなことでそういう啓発を入れるというのは、比較

的深く考えていけば何かできそうな気がします。しかし、ちょっと仕事と家庭の両立

というところは、その前別のの問題ということで避けたほうがよろしいのではないの

かなという気がします。何しろ大変広くて深い問題があるので、議論をしたほうがよ
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ろしいかと思います。 

○宮城副会長 

似たようなことなのですけれども、私もその問題は大変重要だと思うのですけれど

も、項目として例えば事業として一つ起こすのはやはりかなりの審議をした上でない

と難しいかなと思うのですが、現在、事業番号で４０に女性の健康支援事業がござい

ますよね。これはもともと性差を考慮した情報提供ということに位置づいているので、

このあたりで男性に対しても女性に対しても、まさに生涯を通じた健康の中で、そう

いう問題を是非検討課題に入れていただきたいということでどうでしょうか。 

○酒井委員 

この目標とか課題とかとまとめるのはちょっと全体的によく理解できていないので、

ただ問題提起として、黙っていたら何も始まらないと思いますけれど、ずれていたと

ころはお許しいただければと思います。 

○宮城委員 

いえ、是非、そこで入れていただければと思うのですが。 

○白井会長 

今、お二人の意見が出ましたけれども、それについて事務局のはどうでしょうか。

今の４０の事業に対して。 

○宮城副会長 

そういう視点を盛り込むことは可能でしょうか。 

○鈴木課長 

今、酒井委員がおっしゃっていただいたことを今年の男女共同参画課の講座の計画

をする際にも、とてもこれは関心の高い内容でございまして、実際に結婚してお仕事

も落ちついて、結婚して出産しようとしたら、なかなか妊娠できないような状況だっ

たということも伺っておりまして、こちらで講演会を企画しております。テーマとし

ましては、「働き女子のための妊活講座、働きながら産み育てるライフデザイン」と

いうことで、一日制の講演会を計画しております。働くことと出産育児の両立に関心

のある方を対象としまして、１２月１５日の土曜日、午後１時半から、こちらの会場

で開催します。内容としましては、ワーク・ライフ・バランス編として、立教大学の

社会福祉研究所研究員の杉浦浩美氏をお呼びしまして、お話をしていただきます。ま

た、女性の体、健康編ということで、東京北社会保険病院の大野智子医師をお呼びし

まして、今おっしゃっていただいたような講演会を開催する予定でございます。です

ので、こちらのほうは、アゼリアプランの項目の中に入っております。 
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○白井会長 

よろしいでしょうか。ほかに何かありますでしょうか。 

○楠委員 

一つ、よろしいでしょうか。すみません、教えていただきたいのですが、目標２の

課題の１で、仕事と家庭生活の両立で、企業の働きかけと支援というのがありますが、

取り組みは２１ですよね。それは、今回平成２５年度でも一応載っている事業なので

すが、ワーク・ライフ・バランスを推進する企業への支援というのを具体的な中身と、

それから今まで支援を認定された、ないしは受けた企業がどういう内容のことをして

いるのか、教えていただければと思いますが。 

○鈴木課長 

北区仕事と生活の両立推進企業認定制度がございまして、今まさにこの認定作業中

でございまして、北区の中小企業を対象としまして、仕事と生活の両立や男女がとも

に働きやすい職場環境づくりに取り組む企業を、仕事と生活の両立推進企業として認

定をして、紹介をしております。それで、後ほどスケジュールのところでもお知らせ

する予定だったのですけれど、今年度３社応募がございまして、その３社の今調査を

していまして、１１月に認定をする予定でございます。今まで認定された企業でござ

いますが、平成２２年度から開始しまして、今のところ５社認定をしています。この

認定された企業に対しまして、企業のＰＲですとか、職員を採用するために、そのＰ

Ｒのためにということで、１５万円程度の補助をしております。また、この両立推進

企業に認定された企業は、産業振興課で取り扱っています中小企業向けの融資のとこ

ろで、少し優遇されるという制度もございます。 

○白井会長 

よろしいでしょうか。 

○楠委員 

ありがとうございます。 

○白井会長 

それでは、ここで出ました中間の見直しの内容案についてはいかがでしょうか。 

事務局の案にさらに先ほど追加されました案で了承していただけますでしょうか。 

（異議なし） 

○白井会長 

それでは、見直しの内容（案）について、了承いただいたということにいたします。 

それでは、次に議題２について、平成２５年度の重点取り組み（案）について、事 

務局から説明をお願いいたします。 
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○鈴木課長 

平成２５年度重点取り組み（案）について説明。 

○白井会長 

平成２５年度重点取り組み（案）について、ご意見がありましたら、挙手の上、お 

願いいたします。 

○楠委員 

過去に説明していただいたのですが、これは事業名の１３４になろうかと思うので

すが、「地域スタッフ・登録団体等の共同事業」というのが新しくございますが、こ

れは具体的にどういう団体を指すのか、それから共同事業というのは具体的にどうい

うものなのかを教えていただきたいと思うのですが。 

○白井会長 

それでは、説明をよろしくお願いいたします。 

○鈴木課長 

地域スタッフでございますが、北区在住・在勤・在学を要件としまして、センター

運営にかかわってきた個人から区長が総合的に判断して、適任と思われるものを委嘱

してございます。現在、地域スタッフでございますが７名となっておりまして、実際

にどんな事業をやっているかと申しますと、男女共同参画週間というものが６月にご

ざいまして、そのイベントを一緒に企画をして実際にやっております。また、男女共

同参画センターには登録団体がございますので、この登録団体が大体５０団体ござい

ますので、この登録団体と地域スタッフと一緒に事業をやっていきたいと思いまして、

こちらのほうに上げてあります。 

○楠委員 

ありがとうございます。 

○白井会長 

よろしいでしょうか。ほかに何かありますでしょうか。 

もしないようであれば、審議会としては、平成２５年度重点取り組み（案）につい

て承認したいと思いますけれども、いかがでしょうか。平成２５年度はこの案、重点

に取り組んでいくということになります。よろしいですか。 

（異議なし） 

○白井会長 

それでは、承認ということにいたします。 

それでは、最後に連絡事項がありましたら、お願いいたします。 
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○鈴木課長 

それでは、事務局から３点ほど連絡をさせていただきます。 

まず１点目ですが、今年度より開始いたしました、北区仕事と生活の両立推進企業

認定制度でございますが、先ほども申しましたように応募者数が３社ございまして、

１１月に認定式をとり行う予定でございます。認定された企業につきましては、１２

月１日の北区ニュースでお知らせをいたします。また、情報誌「ゆうレポート」にも

掲載予定ですので、発行次第お送りしたいと思っております。 

次に２点目でございますが、今年度の審議会のスケジュールでございます。来年１

月を予定しております。議題は、中間の見直しについてのまとめと、第５次アゼリア

プランの策定準備としまして、男女共同参画に関する意識意向調査の内容について、

ご審議をいただく予定です。そのため、本日配付資料としまして、北区男女共同参画

に関する意識意向調査の報告書の概要版と調査票を配付させていただいておりますの

で、お目を通していただければと思います。 

また、平成２５年度以降の第５次アゼリアプランの策定や進捗評価に関しましての

スケジュールでは、１月にお示ししたいと思います。また、会長が必要と認めた場合

につきましては、日程変更や定例以外にも開催することができます。状況によりまし

て、開催日時については動く可能性があることをあらかじめご了承いただければと存

じます。 

３点目でございますが、平成２３年度アゼリアプラン事業実績報告書につきまして

は、先ほども申しました１２月に本部会の決定を得て公開する予定でございます。 

以上でございます。 

○白井会長 

ありがとうございました。ただいま事務局から説明をいただきましたが、何かご質

問・ご意見等はありますでしょうか。 

ないようでしたら、以上をもちまして、本日予定しておりました議題は全て終了い

たしました。 

これをもちまして、第１回北区男女共同参画審議会は閉会いたします。ありがとう

ございました。 


